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BLASTのインストール
(Windows版)

東京大学大学院農学生命科学研究科

アグリバイオインフォマティクス教育研究プログラム
https://www.iu.a.u-tokyo.ac.jp/

メール: info@iu.a.u-tokyo.ac.jp
X：@Agribio_utokyo

2025.4.10版 BLASTのインストール手順を示します。
スライドはWindows11環境でのスク
リーンショットです。ウェブブラウザ
によって挙動が多少異なりますのでご
注意ください。Chrome(推奨)で動作確
認しています。
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BLASTのインストール 1
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①のサイト。

https://ftp.ncbi.nlm.nih.gov/blast/executables/blast+/LATEST/

①

①

https://ftp.ncbi.nlm.nih.gov/blast/executables/blast+/LATEST/


BLASTのインストール 2
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①のサイト。②のwin64.exeをクリッ
クしてダウンロード。

https://ftp.ncbi.nlm.nih.gov/blast/executables/blast+/LATEST/

②

https://ftp.ncbi.nlm.nih.gov/blast/executables/blast+/LATEST/


BLASTのインストール 3
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①のサイト。②のwin64.exeをクリッ
クしてダウンロード。③など好きな場
所で、④保存。

https://ftp.ncbi.nlm.nih.gov/blast/executables/blast+/LATEST/

③

④

https://ftp.ncbi.nlm.nih.gov/blast/executables/blast+/LATEST/
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①ダウンロードした.exeファイルをダ
ブルクリック。②I Agree。

①

②



BLASTのインストール 5
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①ダウンロードした.exeファイルをダ
ブルクリック。②I Agree。③Next。
④Install。

③

④
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①ダウンロードした.exeファイルをダ
ブルクリック。②I Agree。③Next。
④Install。⑤インストール中。⑥無
事終了したことを確認して、⑦Close。

⑦

⑤

⑥
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インストール確認 1
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Windows画面の左下のほうにあるス
タートボタンをクリックして、①コマ
ンドプロンプトを検索し、②起動。

①

②
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Windows画面の左下のほうにあるス
タートボタンをクリックして、①コマ
ンドプロンプトを検索し、②起動。こ
んな感じになります。③の部分はヒト
それぞれ。これはログインユーザ名が
kojikなのだと解釈します。

③



インストール確認 3
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BLASTが正しくインストールされてい
れば、④blastp -versionと入力して
リターンキーを押すと…

④



インストール確認 4
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BLASTが正しくインストールされてい
れば、③blastp -versionと入力して
リターンキーを押すと、⑤のような結
果が表示されます。この場合は、
BLASTのver. 2.16.0が利用可能だと解
釈します。

⑤
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存在しないプログラム名 1
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①は意図的に異なるプログラム名を入
力した例です。

①



存在しないプログラム名 2
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①は意図的に異なるプログラム名を入
力した例です。本当のプログラム名は
blastpであるにもかかわらず、blast
と入力しているので、②のようになっ
たと解釈します。

②



存在しないプログラム名 3
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①は意図的に異なるプログラム名を入
力した例です。本当のプログラム名は
blastpであるにもかかわらず、blast
と入力しているので、②のようになっ
たと解釈します。③に対応するのが、
④の部分になります。

③
④



存在しないプログラム名 4
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①は意図的に異なるプログラム名を入
力した例です。本当のプログラム名は
blastpであるにもかかわらず、blast
と入力しているので、②のようになっ
たと解釈します。③に対応するのが、
④の部分になります。それゆえ、⑤の
ようなメッセージに遭遇したら、④の
部分でミスっていると判断します。

⑤③
④
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ハイフン（-）に注意 1
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他の注意点としては、ハイフン（-）
が挙げられます。以前実行した①と、
これから入力しようとしている②は一
見全く同じに見えますが…

①

②



ハイフン（-）に注意 2
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他の注意点としては、ハイフン（-）
が挙げられます。以前実行した①と、
これから入力しようとしている②は一
見全く同じに見えますが、③は本物の
ハイフン。④は講義資料PDFからのコ
ピペ入力による、偽ハイフン（-）で
す。この状態でリターンキーを押すと
…①

②

③

④



ハイフン（-）に注意 3
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他の注意点としては、ハイフン（-）
が挙げられます。以前実行した①と、
これから入力しようとしている②は一
見全く同じに見えますが、③は本物の
ハイフン。④は講義資料PDFからのコ
ピペ入力による、偽ハイフン（-）で
す。この状態でリターンキーを押すと、
画面が一気に流れて、最終的にこんな
感じになります。



ハイフン（-）に注意 4

23

他の注意点としては、ハイフン（-）
が挙げられます。以前実行した①と、
これから入力しようとしている②は一
見全く同じに見えますが、③は本物の
ハイフン。④は講義資料PDFからのコ
ピペ入力による、偽ハイフン（-）で
す。この状態でリターンキーを押すと、
画面が一気に流れて、最終的にこんな
感じになります。⑤のあたりでError
というキーワードが見つけて、「何か
ミスがある」と判断します。

⑤



ハイフン（-）に注意 5
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①右側にあるスクロールバーで、画面
上部に移動した状態。

①



ハイフン（-）に注意 6
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①右側にあるスクロールバーで、画面
上部に移動した状態。エラーの原因は、
②が講義資料PDFからのコピペ入力に
よるハイフン（-）もどきの存在です。
つまり、②はハイフンのように見えて、
実際にはハイフンではありません。

②

③



ハイフン（-）に注意 7
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①右側にあるスクロールバーで、画面
上部に移動した状態。エラーの原因は、
②が講義資料PDFからのコピペ入力に
よるハイフン（-）もどきの存在です。
つまり、②はハイフンのように見えて、
実際にはハイフンではありません。そ
れゆえ、③でエラーが出ていないこと
からもある程度わかりますが、④の
blastpというコマンド自体は正しく認
識されているものの、⑤の部分で間
違ったオプションを与えていると判断
されて、⑥USAGE（使用法）に関する
情報が表示されてしまうのだと解釈し
ます。

③
④

④

⑤

⑥



ハイフン（-）に注意 8

27

ここまでの知見を踏まえて、①右側の
スクロールバーで画面下部に再移動し、
②の赤枠内のError関連メッセージの
解読を試みると…

①

②



ハイフン（-）に注意 9
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ここまでの知見を踏まえて、①右側の
スクロールバーで画面下部に再移動し、
②の赤枠内のError関連メッセージの
解読を試みると、③「違反
値： ?version」の意味がわかると思
います。つまり、「自分はblastpの
バージョン情報を表示させるべく、
blastp -versionと入力したつもり
だったが、ハイフン（-）がハイフン
だと正しく認識されてないんだな」と
解釈するということです。

③



Contents
◼ BLASTのインストール

◼ インストール確認

◼ コマンド入力時の注意
存在しないプログラム名

ハイフン（-）に注意

上下矢印キー

29



上下矢印キー 1
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キーボードの①上矢印キーを1回押す
と、1回前に入力したコマンドが、②
の部分に表示されます。②下矢印キー
はその逆で、行き過ぎた場合に元に戻
る際に利用します。

①

②



上下矢印キー 2
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キーボードの①上矢印キーを1回押す
と、1回前に入力したコマンドが、②
の部分に表示されます。②下矢印キー
はその逆で、行き過ぎた場合に元に戻
る際に利用します。③は、①上矢印
キーを1回だけ押した状態。

①

③



上下矢印キー 3

32

キーボードの①上矢印キーを1回押す
と、1回前に入力したコマンドが、②
の部分に表示されます。②下矢印キー
はその逆で、行き過ぎた場合に元に戻
る際に利用します。③は、①上矢印
キーを1回だけ押した状態。④が偽ハ
イフンなので、⑤左矢印キーでカーソ
ルを移動させ、

⑤

④



上下矢印キー 4
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キーボードの①上矢印キーを1回押す
と、1回前に入力したコマンドが、②
の部分に表示されます。②下矢印キー
はその逆で、行き過ぎた場合に元に戻
る際に利用します。③は、①上矢印
キーを1回だけ押した状態。④が偽ハ
イフンなので、⑤左矢印キーでカーソ
ルを移動させ、⑥で削除。

⑥



上下矢印キー 5
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キーボードの①上矢印キーを1回押す
と、1回前に入力したコマンドが、②
の部分に表示されます。②下矢印キー
はその逆で、行き過ぎた場合に元に戻
る際に利用します。③は、①上矢印
キーを1回だけ押した状態。④が偽ハ
イフンなので、⑤左矢印キーでカーソ
ルを移動させ、⑥で削除。⑦で本物の
ハイフン（-）を入力して、⑧Enter。

⑦

⑧



上下矢印キー 6
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キーボードの①上矢印キーを1回押す
と、1回前に入力したコマンドが、②
の部分に表示されます。②下矢印キー
はその逆で、行き過ぎた場合に元に戻
る際に利用します。③は、①上矢印
キーを1回だけ押した状態。④が偽ハ
イフンなので、⑤左矢印キーでカーソ
ルを移動させ、⑥で削除。⑦で本物の
ハイフン（-）を入力して、⑧Enter。
実行結果。⑨のように、確かにバー
ジョン情報が表示されるようになりま
した。肉眼ではなかなか判別しづらい
ですが、講義資料PDF中のコマンドの
コピペ入力だとこのような問題が生じ
うるということと、その対処法を知っ
ておくのは重要です。

⑨
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